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Ⅰ．開催の目的
本協会で作成した教育改善モデル及び教員の実

践事例を踏まえ、アクティブ・ラーニングを実現

するための様々な教育方法、学修環境を整理・研

究する中で、ICTの活用を含めた効果的な取り組

みの促進を目指す。

Ⅱ．開催のねらい
①　質的向上を目指すため、ICTを活用して学力

の３要素（基礎的な知識・技能、思考力・判断

力・表現力等の能力、主体性・多様性・協働性）

を高める教育改善モデルや実践事例を紹介し、

事例を踏まえてアクティブ・ラーニングの教

育・学修方法を探求する。

②　学位プログラムへの転換を促進・理解するた

め、授業の可視化、学修成果の可視化など授業

情報を共有化する中で、授業科目の相互改善に

結びつける仕組みとしてのｅシラバス、ｅポー

トフォリオなどの活用について理解を深める。

③　ディプロマポリシーの達成度を測定する仕組

みとして、本協会が提案しているICTを活用し

た外部評価の必要性とそのための大学連携コン

ソーシアムについて理解の共有を図り、教育の

質保証を確保するアセスメントモデルの実現に

向けた議論を展開する。なお、昨年度の７グル

ープを再編成し以下の６グループで研究を展開

する。

分野連携グループの構成
１．社会福祉学、社会学、教育学、統計学、体育

学の分野連携グループ

２．経営学、経済学、会計学、心理学、数学の分

野連携グループ

３．英語教育、法律学、政治学、国際関係学、コ

ミュニケーション関係学の分野連携グループ

４．物理学、化学、機械工学、建築学、経営工学、

電気通信工学、土木工学、生物学の分野連携グ

ループ

５．栄養学、薬学、医学、歯学、看護学の分野連

携グループ

６．被服学、美術デザインの分野連携グループ

Ⅲ．開催プログラム及び開催結果
１．経営学・経済学・会計学・心理学・数学グル

ープ

開催日時
平成29年12月９日（土）14：00〜17：30

開催場所
法政大学（市ヶ谷キャンパス）参加者69名

話題提供
①　経営学分野

「地元企業と連携した問題解決型アクティブ・ラ

ーニングの提案」

雑賀　憲彦　氏（名城大学都市情報学部）

②　経済学分野

「大規模授業で学生が主体性を持ち、協働して学

ぶ授業の提案」

山﨑 好裕　氏（福岡大学経済学部大学院経済

学研究科）

③　会計学分野

「会計情報を体系的に把握し、問題発見・解決に

結びつけるアクティブ・ラーニングの提案」

岸田　賢次　氏（名古屋学院大学）

④　心理学分野

「心理学的理論や手法を社会に応用できるアクテ

ィブ・ラーニングの提案」

横山　恭子　氏（上智大学総合人間科学部）

⑤　数学分野

「社会現象を数学的に捉え表現する授業改善モデ

ルの提案」

井川　信子　氏（流通経済大学法学部）

意見交換の内容（特徴的な意見）
＜学力の３要素を高める教育・学修方法の工夫・

改善とICT活用に関して＞　

①　アクティブ・ラーニングでは解のない問題

平成29年度

分野連携アクティブ・ラーニング対話集会の結果報告
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（例えばCSRなど）に取り組ませて考えさせ

ることが重要である。その際にICTを活用し

て教員も学生と一緒に考えるような姿勢が必

要であることが認識された。

②　会計情報を体系的に把握し、多面的に考え、

問題発見・解決に結びつけるICT活用のフォ

ーラム型授業の提案に、半数以上の参加者が

賛同し、授業モデルの効果に期待が寄せられ

た。

③　学生の主体性を強化する一つの方法とし

て、アクティブ・ラーニングで学修した成果

の発表会やポスターセッションなどを、大学

全体の教育プログラムとしてICTを活用して

支援していくことの重要性が認識された。

＜授業科目の相互改善を促進するオープンな議論

の必要性とICT活用に関して＞

①　シラバスをWebに掲載する取り組みは殆ど

の大学で実施しているが、授業科目の相互改

善に向けて、授業内容や目標について教員間

で協議するまではいたっていないことが判明

した。

②　ｅポートフォリオの導入は３割程度である

が、活用は１割程度と低く、教育改善に向け

た取り組みが進んでいないことが判明した。

③　ICTを用いたｅシラバスやｅポートフォリ

オを活用して、教育・学修方法の改善をオー

プンに議論していくことの必要性が確認され

た。

＜ICTによる外部評価モデルの必要性と仕組みに

関して＞

平成24年度に大学教育への提言」の中で

提案した学修到達度の質保証を評価する仕組

みとして、共用クラウドにビデオ試問を掲載

し、ネット経由で論理の展開力、知識・情報

の関連付け、複眼的な思考力などを外部評価

する訓練の必要性について紹介が行われ賛同

を得た。

２．社会福祉学・社会学・教育学・統計学・体育
学グループ

開催日時
平成29年12月16日（土）14：00〜17：30

開催場所
早稲田大学　（早稲田キャンパス）参加者79名

話題提供
①　社会福祉学分野

「福祉計画策定のために地域連携を目指したアク

ティブ・ラーニング」

山路　克文　氏（皇學館大学現代日本社会学部）

②　社会学分野

「アナログ的・デジタル的手法を組み合わせたAL

による学力の三要素の養成―地域連携・産学連携

を事例として―」

干川　剛史　氏（大妻女子大学人間関係学部）

③　教育学分野

「教育学においてICTを活用して主体的な学びに

転換するための授業改善の提案」

竹熊　真波　氏（筑紫女学園大学文学部）

④　統計学分野

「データを基に問題発見・問題解決に取り組むデ

ータサイエンス教育の提案」

今泉　　忠　氏（多摩大学経営情報学部）

⑤　体育学分野

「スポーツの社会的機能を活用して社会の発展に

寄与する授業の提案」

來田　享子　氏（中京大学スポーツ科学部）

田附　俊一　氏（同志社大学スポーツ健康科学

部）

意見交換の内容（特徴的な意見）
＜学力の３要素を高める教育・学修方法の工夫・

改善とICT活用に関して＞　

①　ICTを用いたアクティブ・ラーニングで

は、知識・技能、表現力、主体性に効果が見

られたが、思考力・判断力などの考える力に経営学・経済学・会計学・心理学・数学グループ
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ついては取り組みが十分でないことが判明し

た。

②　思考力、判断力を高めるには、地域社会の

課題などに取り組ませる中で、情報を関連付

けさせることで多面的に考える力を育成する

ことが重要である。その際、ICTを用いて現

場の社会人とコミニュケーションを行うこと

で学修意欲を高めることが認識された。　

③　大人数授業でアクティブ・ラーニングを効

果的に行うには、LMSを始めとするICTの活

用は不可欠であることが認識されたが、LMS

等を積極的に活用できない教員の支援体制が

十分でないことが認識された。

④　ICTを活用したコミュニケーションツール

として、LINEなどに加えて、テーマ別にフ

レームを設定して体系的に管理できるオンラ

インホワイトボードの有効性が紹介された。

＜授業科目の相互改善を促進するオープンな議論

の必要性とICT活用に関して＞

①　ｅシラバスの導入は４割程度であり、その

内６割が活用している。全体的には、対面で

の授業参観が中心となっているが、授業参観

の感想をICTで提出・共有するなど、改善の

動きがあることが認識された。

②　学修成果の可視化には、学年次ごとの学び

のプロセスを蓄積して、振り返りができるよ

うにするｅポートフォリオが不可欠であり、

教員間で共有化していくことの必要性が認識

された。

③　ｅポートフォリオに掲載すべき内容とし

て、学生がｅポートフォリオに書き込む意欲
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を高めるような課外活動、地域実践な活動、

実習的な活動などを含めることが有効と認識

された

＜ICTによる外部評価モデルの必要性と仕組みに

関して＞

学修成果の質保証にむけた到達度の外部評

価モデルについて提案し賛同を求めたとこ

ろ、総論賛成の意見が大半を占め、実現に向

けた議論を今後も展開することを確認した。

３．被服学・美術デザイングループ

開催日時
平成29年12月17日（日）14：00〜17：30

開催場所
大妻女子大学（千代田キャンパス）参加者34名

話題提供
①　被服学分野

「LMSを用いた被服関係科目間の横断的展開の提

案」

石原　久代　氏（椙山女学園大学生活科学部）

②　被服学分野

「マルチデバイス対応型被服コンテンツを用いた

事前・事後学修による教育効果の検証」

山縣　亮介　氏（名古屋学芸大学メディア造形

学部）

③　美術・デザイン分野

「課題作品のポートフォリオを活用した教育改善

の提案」

有馬　十三郎　氏（東京家政大学家政学部）

④　美術・デザイン分野

「地域のクリエーターや企業、行政と連携した制

作体験授業の試み」

宮田　義郎　氏（中京大学工学部）

意見交換の内容（特徴的な意見）
＜学力の３要素を高める教育・学修方法の工夫・

改善とICT活用に関して＞　

①　ICTを活用したアクティブ・ラーニングで

は、知識・技能・主体性・表現力に効果が見ら

れたが、思考力・判断力・創造力については、

顕著な効果が見られないことが認識された。

②　クリッカーを用いた授業では、多様な学生

の考えに気づくことで、多面的に問題を捉え、

視野が拡がることで、思考力の向上につなが

ることが認識された。また、匿名性のある学
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を今後も展開することとした。

４．英語教育・法律学・政治学・国際関係学・
コミュニケーション関係学グループ

開催日時
平成29年12月23日（土）14：00〜17：30

開催場所
早稲田大学（早稲田キャンパス）参加者64名

話題提供
①　英語教育・コミュニケーション関係学分野

「対話能力向上に向けて評価基準を学生と共有し、

多面的な評価を行う取り組み」

小泉　利恵　氏（順天堂大学医学部）

②　法律学分野

「ICTを活用した分野横断フォーラム型授業の提

案」

中村　壽宏　氏（神奈川大学大学院法務研究科）

③　政治学分野

「社会の変容に耐えられる多様性教育のアクティ

ブ・ラーニングの提案」

川島　高峰　氏（明治大学情報コミュニケーシ

ョン学部）

④　国際関係学分野

「海外の学生と議論を通じて思考力、多様性、協

働性を高めるアクティブ・ラーニングの提案」

林　　　亮　氏（創価大学文学部）

意見交換の内容（特徴的な意見）
＜学力の３要素を高める教育・学修方法の工夫・

改善とICT活用に関して＞

①　ICTを活用した学力の３要素をアンケート

で確認したところ、どの要素も１割から２割

程度と低く、顕著な効果は見られなかった。

②　学生の参加者にICTを用いたアクティブ・

ラーニンの効果を確認したところ、「グルー

プワークの中で自分で考え、整理・発言する

ことで、異なる視点や考えに気づき、考え方

の幅が広がった」ことが紹介された。また、

アクティブ・ラーニンの負担度を尋ねたとこ

ろ、むしろ講義形式の授業で知識を暗記する

方が負担となっているとのことであった。

＜授業科目の相互改善を促進するオープンな議論

の必要性とICT活用に関して＞

①　ｅシラバスの導入は３割程度であり、その

内６割が活用している。また、その内の７割
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生間の相互評価ツールとしても役立つことが

認識された。

＜授業科目の相互改善を促進するオープンな議論

の必要性とICT活用に関して＞

①　ｅシラバスの導入は６割程度であり、その

大半が活用している。また、その内の７割が

授業科目の相互改善を促進するために、大学

がサイトを設けて、教員同士がオープンに議

論を行うことが必要と考えていることが判明

した。

②　LMSを用いて、関係科目の授業内容、学修

コンテンツを明示して、学生に科目間のつな

がりを理解させることで、学生が主体的に学

びに入れるようにする取り組み事例を踏まえ

て、授業科目間の相互改善を行うことの必要

性が認識された。

③　ｅポートフォリオを継続するためには、学

生のモチベーションを高める工夫として、適

切なコメントを随時返して指導していくこと

が重要であるが、ｅポートフォリオを十分に

活用できない教員もいることから、大学とし

ての組織的な支援の必要性が認識された。

④　基礎科目と専門科目を連携させる取り組み

として、ｅポートフォリオでは学生の理解度、

達成度を相互に確認できることから、授業科

目間の相互改善に有効であることが認識され

た。

＜ICTによる外部評価モデルの必要性と仕組みに

関して＞

学修成果の質保証に向けた到達度の外部評

価モデルについて提案し、実現に向けた議論

被服学・美術デザイン学の分野連携グループ
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ォーラム型授業」について提案し、このよう

な試みの必要性を確認したところ、参加者の

ほぼ全員から賛同が得られ、この試みについ

て、取り組んだ結果を次年度に報告すること

にした。

＜ICTによる外部評価モデルの必要性と仕組みに

関して＞

学修成果の質保証に向けた到達度の外部評

価モデルについて提案したところ、評価する

環境として、分野に求められる固有の知見を

備えることが重要との意見があり、今後の詳

細な検討の中で議論していくこととした。

５．理工学グループ（物理学・化学・機械工学・
建築学・経営工学・電気通信工学・土木工学・生
物学）

開催日時
平成29年12月24日（日）13：30〜17：00

開催場所
法政大学（市ヶ谷田町校舎）参加者59名

話題提供
①　電気通信工学分野

「プロジェクトによる実践的な体験型学修にICT

を活用した授業モデルの提案」

新津　善弘　氏（芝浦工業大学システム理工学部）

②　機械工学分野

「社会問題の解決を目指す分野を超えた共創教育

の提案」

鈴木　亮一　氏（金沢工業大学工学部）

③　経営工学分野

「解のない問題に主体的に取り組ませるアクティ

ブ・ラーニングの提案」

井上　明也　氏（千葉工業大学社会システム科

学部）

④　建築学、土木工学分野

「地域課題の解決に向けた社会人基礎力を育むア

クティブ・ラーニングの評価と改善の提案」

澤田　英行　氏（芝浦工業大学システム理工学部）

⑤　物理学、化学、生物学分野

「ｅ-シラバスによる理工系大学のアクティブ・ラ
ーニングを推進する提案」

山本　知仁　氏（金沢工業大学工学部）

が授業科目の相互改善を促進するために、大

学がサイトを設けて、教員同士がオープンに

議論を行うことが必要と考えていることが判

明した。

②　授業科目の相互改善を促進する大学内での

オープンな議論の必要性を事前アンケートで

確認したところ、６割が必要としていること

が判明した。その上で、具体的な方法として、

例えば、学内に授業改善委員会などを設け、

学生を参加させて意見を聴くことや、教員の

みならず職員、有識者を含めた仕組みの必要

性が認識された。

③　授業を相互に公開する取り組みとして、授

業を収録・公開することが授業改善の第一歩

と考えられる。批判や失敗を恐れずに、授業

を公開し改善に結びつけるFDの必要性が認

識された。また、ティーチングポートフォリ

オに授業ごとの成果目標と自己評価を記述

し、教員間で相互に公開・確認する取り組み

について提案が行われた。

④　各教員が「ティーチングポートフォリオに

授業ごとの成果目標を記述し、授業終了時に

自己評価するこの内容を教員間で相互に公

開・確認する取り組みを通じて授業がオープ

ンになり授業改善の取り組みに役立つことが

認識された。

＜知識の創造を目指す分野横断型フォーラム授

業の必要性に関して＞

複数分他の教員が参加してネット上で学生

に議論させる「ICTを活用した分野横断のフ

事業活動報告
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意見交換の内容（特徴的な意見）
＜学力の３要素を高める教育・学修方法の工夫・

改善とICT活用に関して＞

①　ICTを活用した学力の３要素の獲得状況に

ついてアンケートでは、主体性５割、知識４

割以外は２割程度となっていたことを受け

て、考える力（思考力、判断力）を高めるた

めの工夫について議論した。

②　主体的に学ぶ姿勢を身に付けるためには、

知識と関連づけて課題に取り組ませる授業デ

ザインが必要で、失敗の経験を通じて真剣に

学ばせる仕組みの必要性が確認された。

③　ICTを活用して思考力・判断力を高める学

修方法として、ネット上に具体的なテーマを

掲げ、学生に自らの問題として関連付けを行

わせた上で、グループで批判的に捉え、因果

関係を議論させるなどの工夫が確認された。

＜分野を横断した総合的な授業の必要性に関し

て＞　

①　イノベーションに関与できるよう、グルー

プで多面的に知識を組み合わせ議論させる学

修の仕組みについて議論した結果、社会や地

域の課題解決に大学、学部を越えてロジカル

シンキングを競わせる訓練の必要性について

賛同を得た。

②　学生からの意見として、分野によって思考

のフレームワークや問題のアプローチが異な

り、合意形成が取りにくい点もあったが、多

様な見方に気付くことができた。

＜授業科目の相互改善を促進するための仕組みと

ICT活用に関して＞

①　ｅシラバスについてアンケートでは、７割

導入しているが、実際に活用しているのはそ

の内の７割と比較的多くの教員が授業改善に

活用していることを受けて、学位プログラム

実現のためにｅシラバスを通じて個々の授業

内容・方法を教員間で理解し、相互改善につ

なげる必要性が確認された。また、教員以外

の第三者を含めたオープンな意見交換のプラ

ットフォームで授業改善について検討するこ

との必要性が確認された。

②　授業改善についての学生からの意見とし

て、一般的な授業では、スキルのパーツにな

っていて、全体的にどのような力が獲得でき

るのかイメージできない。他方、PBLの授業

では、生活に関わるテーマなど実際に体験が

できることから、学ぶことの意味が理解でき

るようになるのが良い、との意見があった。

＜ICTによる外部評価モデルの必要性と仕組みに

関して＞

平成24年度に「大学教育への提言」の中

で提案していた学修到達度の質保証を評価す

る仕組みとして、共用クラウドにビデオ試問

を掲載し、ネット経由で論理の展開力、知

識・情報の関連付け、複眼的な思考力などを

外部評価する訓練の必要性について紹介が行

われ、今後検討を深めていくことの提案につ

いて確認をした結果、大半の賛同を得た。

物理学・化学・機械工学・建築学・経営工学・

電気通信工学・土木工学・生物学のグループ

栄養学・薬学・医学・歯学・看護学グループ
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の視点を総合してアセスメントやケア・プラ

ンの作成が必須なことから、ICTを用いて情

報交換する多職種連携教育が不可欠になって

いる。また、教科書と臨地実習との乖離を埋

めるためにICTを用いて現場に即した情報を

取り込んだペーパーペーシェントによる模擬

訓練が有効であることが認識された。

②　ICT活用による多職種連携や分野横断型の

統合型教育を今後大学の授業で積極的に展開

していくことについて、参加者の受け止め方

を確認したところ、殆どの参加者から賛同が

得られた。

＜授業科目の相互改善を促進するための仕組みと

ICT活用に関して＞

①　ｅシラバスは既に参加の８割が導入し８割

が活用しているが、教員相互の授業改善への

活用はまだ少ない。シラバスに掲載する内容

は、教員同士で授業が調整できるように、コ

アカリキュラムのどの部分に該当し、何を身

に付けることができるのかを明示することの

必要性を認識した上で、他の教科と重複した

部分を確認・調整することが大事であること

を認識した。

②　ｅシラバスに掲載すべき内容について検討

したところ、学士力に対する授業科目の位置

づけと役割、事前・事後学修の進め方、アク

ティブ･ラーニングの有・無、他の授業科目

との相互関係などが確認された。また、ｅシ

ラバスは学生のためだけでなく、授業を担当

する教員が相互に改善を図る不可欠なツール

として、活用を積極的にする必要性が認識さ

れた。

③　学修成果を可視化するｅーポートフォリオ

は、６割で導入されているが、十分に活用さ

れていないことが判明した。そこで、活用の

工夫について検討したところ、授業の可視化、

学修成果の可視化を学内の教職員、学生が共

有できるようなサイトを導入していくこと

が、一つの方法であることを確認した。

＜ICTによる外部評価モデルの必要性と仕組みに

関して＞

学修成果の質保証に向けた到達度の外部評

価モデルについて提案し、実現に向けた議論

を今後も展開することとした。

６．栄養学・薬学・医学・歯学・看護学グループ

開催日時
平成30年１月21日（日）14：00〜17：30

開催場所
帝京平成大学（中野キャンパス）参加者81名

話題提供
①　栄養学分野

「現場・教員連携による栄養マネジメント学修改

善の提案」

石﨑 由美子　氏（福山大学生命工学部）

②　薬学分野

「基礎から臨床までをつなげる分野横断的統合型

教育の効果と課題」

松野　純男　氏（近畿大学　薬学部）

③　医学分野

「ICT活用による多職種連携、分野横断型の教育

改善モデルの提案」

藤倉　輝道　氏（日本医科大学医学教育センター）

④　歯学分野

「医療系分野での多分野連携PBL授業の実践と教

育効果・課題」

片岡　竜太　氏（昭和大学歯学部）

⑤　看護学分野

「ｅポートフォリオを活用した看護学授業の実践

と評価」

梶井　文子　氏（東京慈恵会医科大学医学部）

意見交換の内容（特徴的な意見）
＜学力の３要素を高める教育・学修方法の工夫・

改善とICT活用に関して＞　

①　ICTを活用した学力の３要素をアンケート

で確認したところ、知識６割、思考力５割、

表現力５割、主体性８割、協働性５割であり、

傾向として知識の獲得と主体性の向上に効果

があるが、考える力の育成という点ではやや

低いことが判明した。

②　ICTを活用した教育・学修方法の工夫・改

善として、従来の学問体系別の講義で知識を

鵜呑みにするのではなく、「超高齢化社会に

どう対応するか」などをテーマとして、ネッ

トを活用して知識の関連付けを行い統合的に

学ぶ授業デザインが有効性が認識された。

＜多職種連携教育を発展させるための工夫に関し

て＞

①　栄養・看護・医療・福祉分野では、多職種

事業活動報告


